
学生数が比較的多い中京大学体育学部では, 学生の就職先の開拓や就職指導は極めて重要な課題

である｡ そのような中で, インターンシップ等の就業経験は多くの可能性をもっており, 学部とし

てもそれをより有効に活用することが課題となっている｡ ここでは, 本学体育学部生の就職状況と

インターンシッププログラムの現状について報告し, 今後の課題等を概観する｡���������
中京大学体育学部は体育科学科と健康科学科の２学科から成り, 体育科学科には ｢体育科学｣

｢スポーツ科学｣ ｢武道｣ の３つの履修モデル, 健康科学科には ｢生涯スポーツ｣ と ｢健康科学｣ の

２つの履修モデルが設けられている｡ 各学科の定員は, それぞれ���と��で, １学年約���名程度の
学生が在籍している｡�������
近年 (過去４年間) の体育学部卒業生の進路状況は表１に示す通りとなっている｡ 全体として顕

著なのは民間企業へ就職の伸びである｡ ����年度には��％程度であったが, ����年度には��％まで
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本稿では, 中京大学体育学部における学生の進路選択状況を紹介するとともに, 現行のインターンシッ

ププログラムの内容とその進め方, また学生のプログラム参加状況を説明し, 体育学部としての取り組

みと課題について検討する｡ 本学のインターンシッププログラムは大学キャリアセンター (就職部) に

よって全学的に運営されており, 単位認定等の位置づけについては各学部によって対応が異なっている｡

体育学部に関しては, 健康科学科の一部の科目履修とインターンシップが連動する形で単位認定を行っ

ている｡ したがって, 単位認定はかなり限定的であり, 体育学部での参加学生の多くは無単位のオプショ

ンプログラムとして臨んでいるのが現状である｡ しかし, 参加学生の評価は総じて良好である｡ 単位認

定の有無にかかわらず, 参加した学生の多くはインターンシップ経験に満足しており, その有用性を認

めている｡ このように, プログラムの目的もかなりの程度達成されているものと思われる｡ 体育教員以

外の就職先開拓の必要性は以前から指摘されているが, 今日体育学部としても, より一層の積極的な取

り組みが迫られている｡ そのような状況で, インターンシップは学生のキャリア意識を向上させ, 具体

的なキャリア計画を立てさせるのに極めて有効な機会を提供するものと考えられる｡ 現在, 学部として

インターンシップの単位制度化等, より積極的な取り組みを検討しているが, 受入先の開拓や受入先と

学生とのマッチング, 事前事後指導の充実など更に検討すべき課題は多い｡
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